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前中課長　まずは皆様からこれまでの取り組みについて、
教えて頂けますでしょうか。

小泉県青連会長　県青連は、
昨年度コロナ禍でリモートの
会議・事業が中心でした。
それにより全青連で推進する
GWS（Google Workspace）
の利活用は強力に推進でき
ましたが、本年度よりGWS
は積極的に活用しつつ、可能
な限り対面型の開催に舵を
切ってきました。「コロナを正しく恐れ」、青年部が先鋒を
切って開催方法をコロナ以前の状態に戻していければと考え
ます。
　本年の 9 月には近畿ブロックの主張発表大会を兵庫県で
開催し、近畿府県から約340名の青年部員に参加頂き、3年
振りの交流会も開催して大いに盛り上がりました。
　重点事業として、9月21日に地震・台風などの災害時に
部員事業所が即時対応するためのBCP（事業継続計画）策定
講習会を開催しました（詳細は3頁に掲載）。現在は全青年
部員のBCP策定を目指しています。

安積県女性連会長　県女性連も昨年度はリモートの会議・
事業が中心でした。昨年9月に、兵庫県で開催した近畿ブ
ロックの主張発表大会では、緊急事態宣言の発令下でした
ので、来場者を最低限に制限し、YouTubeでライブ配信
するハイブリッド形式で行いました。
　本年度の事業については、対面型で開催することができて、
7月に県下の女性部長を対象に SDGs（持続可能な開発
目標）の講習会を開催し、カードゲームを通じてSDGsに
ついての理解を深めました。今後はブロック単位で講習会
を開催して、SDGsを部員事業所や地域にさらに浸透させ
たいと考えています。

商工会内部団体の課題と今後の展開について

藤原壮青年部長　まずは壮青年部について説明します。昭和
53年に青年部のOB組織として、任意組織の「兵庫県商工
青年同友会」が設立されました。その後、活動の充実を目的
に全国連において内部組織化が推進され、令和元年に「兵庫
県商工会壮青年部」が誕生しました。
　現在は県青連役員経験者を中心に組織しており、商工会
長をはじめとする商工会役員や、町長・県議会議員等、県下
各地区で活躍されている方が多数在籍しています。
　主な事業としては、資質向上研修と県域でのネットワーク
構築ですが、今年度新たに部員が講師となり自身の事業展開
について講義を行う「あきんど研修会」を実施しています。
　地域を代表する経営者自身の実体験、その経験を基にし
た経営理念やビジョン・戦略
などを共有する研修会となっ
ており、7月に青年部の幹部
講習会と合同開催した研修
も大変好評でした。経営ノ
ウハウの共有から地域経済
の底上げに繋げたいと考え
ています。

小寺県連会長　コロナ禍の中、県青連・県女性連・壮青年
部が、それぞれ創意工夫をしてさまざまな事業にチャレンジ
しておられますね。
　青年部近畿大会では、主張発表と商人ネットワークで
兵庫県がダブル優勝されて、女性部では今後、経営の視点
として欠かすことができないSDGsを地域の小規模事業者
への普及に努めるなど、大変素晴らしく思います。

前中課長　組織運営の中で見えてきた課題などはあります
か。また、解決に向けた今後の取り組みがありましたら
お聞かせ頂けますでしょうか。
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小寺会長　SDGsの考え方
の１つにジェンダー平等があ
ります。近年は女性経営者
が増えており、私の所属する
多可町商工会でも女性理事
が増え、ますます女性の活躍
の機会が増えていると感じま
す。県女性連のリーダーシッ
プに期待します。

藤原壮青年部長　壮青年部では、令和元年設立当初58名
だった部員数が、現在では75名まで増加しています。令和
7年までに部員数100名を目標に、一層の組織強化を図って
いきます。
　壮青年部には、青年部を卒部した人材が、県域で年代の
垣根を越えたネットワークを広める場であると考えています。
壮青年部でステップアップして、地元商工会役員として活躍
していただくためにも、県青連との連携を一層図ってまいり
ます。今後も一人でも多くの部員が、壮青年部の活動で得た
経験を活かし、県下の各商工会を盛り上げていただけたら
幸いです。
　なお、昨年度より県連合会の理事会にオブザーバーとして
出席しております。県青連・県女性連の内部組織と同様に、
県連合会を支える組織として、県連合会の役員に加えてい
ただけるよう、組織強化と事業展開を図ってまいります。

小寺会長　壮青年部は青年部と親会を繋ぎ、また素晴らし
い人材を育成して頂いている事に、感謝いたします。今後も
商工会組織強化の要としての役割を期待します。
　目まぐるしく変化し、先行き不透明な社会情勢の中では
ありますが、地域経済と商工会の未来を切り開いていく上
で、皆様のお話を伺い、とても頼もしく思いました。県下
28商工会並びに県連合会と共に、我々中小・小規模事業者
がワクワクする未来を実現していきましょう。

前中課長　本日はありがとうございました。

小泉県青連会長　青年部では、平成26 年に年齢制限が
45歳へ引き上げられて部員数を維持してきましたが、令和
元年以降は減少傾向にあります。組織力強化のためにも
部員増強に努めますが、何より青年部活動の質を低下をさ
せてはならないと考えています。
　BCPの推進により、まずは青年部員が災害時でも経営
を継続できる基礎をつくり、その上で青年部員がいち早く
地域経済復興の中核となる体制を各地域で作り上げていき
たいと考えています。
　また、令和5年2月8日開催予定の青年部・女性部55周
年記念大会を契機に60周年に向け、青年部・女性部が
一丸となり新たな事業提案をしたいと考えておりますので、
是非ご期待ください。

小寺会長　阪神淡路大震災を経験した身からすると、BCP
策定により一刻も早く事業復帰ができることはとても重要
であると考えています。フットワークの軽い青年部員の若い
力に大いに期待します。

安積県女性連会長　多分に
漏れず部員の高齢化と減少
が女性部の課題です。その
ため、今後はイベントへの
出店など一過性の賑わいづ
くりだけでなく、持続的に
地域経済に貢献できる取り
組みとして、SDGsの推進に
取り組んでおり、女性部の
新たな事業展開に結びつくことを期待しています。また、
商工会組織は青年部・女性部も含め「人脈」が大きなメリット
で、一番の魅力であると考えています。先ほど、小泉県青連
会長が仰ったとおり、55周年記念大会に向けて青年部と
連携して事業計画の策定や物産展の企画を行っていますが、
新たな人脈や女性部の可能性を見つけるチャンスと捉え、
積極的に取り組んでいます。








